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また,喉頭全摘が避けられない症例にはプロヴオ

ックス手術を行ない術後のQOLを担保している.

本術式は,現時点で優良な発声機能回復手術だが

全国的に導入施設は少なく,当科の経験例数も

2007年4月から現在まで22例で多いとは言えな

い.しかし,全体の約50% (12例)は過去6ヵ
月以内の施行症例であり,今年になってから患者

ニーズが急増してきている.今LHjは,本術式が

徐々に新潟県に普及してきた要因 (医療者側,忠

者側)を考察する.

6 がん治療における中枢神経系オンマイヤーリ

ザーバーの意義
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オンマイヤーリザーバーはがん治療において

腫癌嚢胞内や脳室,腰椎育髄腔に設置し,抗がん

剤の注入や嚢胞内液吸引,脳脊髄液の廃液などに

用いられている.この5年間の当村における使用

症例について検討した.

対象は30症例あり,その内訳は血液癌11例,

固形癌の転移性脳腫癌 14例,原発性脳腫癌5例

であった.使用目的から見ると,血液癌の中枢神

経浸潤に対する抗がん剤髄腔内投与のためが12

例であった.生検や嚢胞液の廃液のみの目的で行

われたのは8例で,定位放射線治療用に腫癌縮小

させる目的で行ったものが10例であった.有害

事象は局所感染2例,チューブの閉塞2例,髄腔

内投与による白質脳症 1例であった.当初は抗が

ん剤の髄腔内投与例が多かったが,腰椎穿刺によ

る間欠的髄腔内投与法導入後は減少してきた.餐

胞性転移性脳腫癌に対して定位放射線療法の適

応とするためのオンマイヤーリザーバー設置は

有効で,今後も多く応用されるものと思われた.
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7 院内がん登録からみた当院のがん医療動向
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当院では1961年の開院当初より院内がん登録

を行っており,2010年 までの登録患者数は

61,459例に及ぶ.2000年以降急激に増加したが,

近年は2,600-700例で推移 している.2010年は

柿,冒,乳腺,前立腺,結腸の順に上位5がん腫

を占めた.入院患者総数に占めるがん患者割合は

1990年の47%から2000年は680/0,2010年は

82%となり,がん医療への特化が進んでいる.当

院では登録後20年間の予後調査を毎年行ってお

り,1年間受診歴のない患者には文書による問い

合わせや本籍地照会を実施し,ほぼ100%の予後

判明率を達成している.2001-05年に登録された

ll,632例の5年全生存率は65%で,1971-75年

(3,849例)の38%と比べて著しく予後が向上し

ていた.今後の課題としては登録様式の標準化,

登録精度の向上,データの二次利札 診療情報管

理士の充足などが挙げられる.

8 がん緩和ケア250例の検討
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【目的】がん専門病院である当院において緩和

ケア科が介入した症例の検討を通じて ｢早期か

らの緩和ケア｣の現状と課題を明らかにする.

【方法】2009年 5月から2012年4月までの間

に当科を受診したがん患者250例 (男性/女性 :

112例/138例)を対象として,診療録を基に背景

因子についてretrospectiveに検討した.

【結果】年齢は中央値60歳 (4-92歳)で,観
察期間は中央値 37日 (1-1036日)であった.

PSは0が41例 (16.4%),1が44例 (17.6%),2

が84例 (33.6%),3が42例 (16.8%),4が39


